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▪植物体内の代謝に関与
▪葉緑素の前駆体
▪細胞内に存在

低日照対策
ストレス耐性向上
転流促進

▪活性酸素種から細胞を保護
▪トリペプチド
▪細胞内に存在

ストレス耐性向上
発根
光合成促進

▪低日照など代謝低下時の
　チッ素供給に効果
▪土壌施用時に微生物活性
　を上げる（微生物のエサ）

根の活性向上
根圏環境改善
ストレス耐性向上

は
５６
分
５６
秒
の
う
ち
不
良
姿
勢

は
１3
分
２７
秒
（
２3
・
６
％
）
と

大
幅
に
減
少
し
た
。

　
低
樹
高
一
文
字
仕
立
て
は
、

新
梢
を
横
方
向
に
広
げ
る
平
棚

仕
立
て
と
比
較
し
て
、
樹
冠
面

積
を
小
さ
く
で
き
る
。
試
験
で

は
、
１
平
方
㍍
当
た
り
採
穂
数

（
直
径
６
㍉
以
上
で
長
さ
２５
㌢

程
度
の
枝
の
数
）
は
、
品
種

「
テ
レ
キ
５
Ｂ
Ｂ
」
の
場
合
、

７２
・
５
本
で
、
平
棚
仕
立
て
７

・
３
本
の
約
１０
倍
と
な
っ
た
。

マ
ル
チ
被
覆
で
成
苗
率
向
上

　
ブ
ド
ウ
苗
木
生
産
で
は
、
灌か

ん

水す
い

設
備
が
整
っ
て
い
な
い
圃
場

が
多
く
、
土
壌
乾
燥
に
よ
る
生

育
不
良
の
た
め
、
成
苗
率
が
他

の
果
樹
と
比
べ
て
低
い
こ
と
も

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
同
試
験

場
で
は
、
黒
ポ
リ
マ
ル
チ
を
被

覆
し
た
苗
圃
に
苗
木
を
定
植

し
、
成
苗
率
が
向
上
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　
「
巨
峰
」
の
苗
木
の
試
験

（
２
０
２
２
年
）
で
は
、
マ
ル

チ
な
し
の
成
苗
率
５3
・
３
％
に

対
し
、
マ
ル
チ
あ
り
は
１
０
０

％
だ
っ
た
。
さ
ら
に
苗
丈
６０
㌢

以
上
で
苗
径
６
㍉
以
上
の
特
等

苗
率
は
、
マ
ル
チ
な
し
の
０
％

に
対
し
、
６８
・
８
％
を
確
保
し

た
。

　
「
低
樹
高
一
文
字
仕
立
て

は
、
作
業
姿
勢
の
改
善
が
主
な

の
で
、
誘
引
や
副
梢
の
剪せ

ん

定て
い

な

ど
は
従
来
通
り
し
っ
か
り
行
う

こ
と
が
必
要
」
と
注
意
点
を
話

す
四
宮
研
究
員
。
同
試
験
場
で

は
、
マ
ル
チ
被
覆
と
合
わ
せ
て

生
産
者
へ
の
普
及
を
進
め
、
安

定
し
た
苗
木
生
産
に
役
立
て
た

い
と
し
て
い
る
。

図　天然化合物（アミノ酸・ペプチド）（まとめ）

アミノ酸・ペプチド

低日照などの対策に

微
生
物
な
ど
の
利
用

で
生
産
可
能
に
な
っ

た
ア
ミ
ノ
酸
に
、
５

―

ア
ミ
ノ
レ
ブ
リ
ン

酸
（
５
―

Ａ
Ｌ
Ａ
）

と
グ
ル
タ
チ
オ
ン

（
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｇ
）
が
あ

り
ま
す
。

　
５
―

Ａ
Ｌ
Ａ
は
葉

緑
素
の
前
駆
体
で

す
。
光
合
成
能
力
を

向
上
さ
せ
転
流
を
促

す
の
で
、
低
日
照
対

策
と
し
て
他
の
肥
料
と
組
み
合
わ

せ
て
使
い
ま
す
。
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｇ
は
光

合
成
の
サ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
発
根

作
用
や
活
性
酸
素
種
か
ら
細
胞
を

保
護
す
る
な
ど
全
般
的
な
環
境
ス

ト
レ
ス
に
効
果
を
示
し
、
幼
苗
時

の
施
用
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
（
高
木
　
篤
史
＝
㈱
サ
カ
タ
の

タ
ネ 

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
統
括
部

　

 

主
席
技
術
員
）

4 土効の実態

チッ素の流れ 微生物が主役

や
雑
草
な
ど
の
植
物
遺
体
（
茎
葉

根
）
、
投
入
さ
れ
た
有
機
肥
料
の

一
部
の
３
種
類
に
大
別
で
き
る
。

こ
れ
ら
粗
大
な
有
機
物
が
土
壌
微

生
物
に
よ
り
分
解
さ
れ
、
微
小
な

有
機
物
の
集
合
体
で
あ
る
土
壌
有

機
物
が
生
成
さ
れ
る
。
微
生
物
も

死
ね
ば
動
物
遺
体
と
し
て
他
の
微

生
物
に
分
解
さ
れ
て
土
壌
有
機
物

と
な
る
。

　
〈
水
稲
に
よ
る
チ
ッ
素
吸
収
〉

　
水
田
土
壌
で
は
、
湛た

ん

水す
い

に
よ
る

酸
欠
の
た
め
、
水
稲
が
吸
収
で
き

る
チ
ッ
素
成
分
は
ほ
ぼ
「
ア
ン
モ

ニ
ア
態
窒
素
」
と
し
て
存
在
す

る
。
化
成
肥
料
の
多
く
が
ア
ン
モ

ニ
ア
態
窒
素
を
含
み
、
水
田
に
投

入
さ
れ
る
と
速
や
か
に
水
稲
に
吸

収
さ
れ
る
。

　
連
載
第
３
回
で
は
、
自
分
の
水

田
が
も
つ
土
効
（
筆
者
の
造
語
で

土
壌
の
効
果
）
を
自
分
で
把
握
す

る
必
要
性
を
解
説
し
た
。
今
回

は
、
そ
の
土
効
の
実
態
に
つ
い
て

解
説
す
る
。

　
〈
土
壌
有
機
物
〉

　
土
壌
か
ら
水
稲
へ
養
分
が
供
給

さ
れ
る
流
れ
は
非
常
に
複
雑
だ

が
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
単
純
化
す

る
と
図
の
よ
う
に
表
現
で
き
る
。

水
稲
生
産
に
お
け
る
チ
ッ
素
の
重

要
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
チ
ッ
素
の

流
れ
に
焦
点
を
当
て
て
も
問
題
な

い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
誤
解
を
恐
れ

ず
に
述
べ
る
と
、
土
効
の
実
態
が

土
壌
有
機
物
で
あ
る
と
い
え
る
。

土
壌
有
機
物
の
原
料
は
、
ミ
ミ
ズ

や
線
虫
な
ど
の
動
物
遺
体
、
水
稲

水
稲
の
無
施
肥
試
験
で
知
る

　
　
　
　
土
効

田
ん
ぼ
の
土
効
土
効

酸
液
肥
（
コ
ー
ン
ス
テ
ィ
ー
プ
リ

カ
ー
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ソ
リ
ブ
ル
）

は
、
複
数
の
ア
ミ
ノ
酸
を
含
有
し

て
い
ま
す
。
葉
面
散
布
で
は
、
低

日
照
時
の
植
物
体
内
で
ア
ミ
ノ
酸

供
給
の
ほ
か
、
土
壌
施
用
で
微
生

物
の
エ
サ
と
な
り
土
壌
環
境
を
改

善
し
、
植
物
の
発
根
を
促
し
ま

す
。

　
ま
た
、
作
用
機
作
が
解
明
さ
れ

　
肥
料
高
騰
や
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
あ
る
有
機
農

業
の
推
進
を
受
け
、
化
成
肥
料
と

有
機
質
肥
料
の
違
い
、
土
壌
中
で

の
有
機
態
窒
素
の
動
態
な
ど
、
ア

ミ
ノ
酸
に
関
す
る
質
問
を
受
け
る

機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ア
ミ
ノ
酸
は
、
有
機
肥
料
の
チ

ッ
素
源
＋
炭
素
源
と
し
て
、
植
物

や
微
生
物
に
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
（
Ｂ

Ｓ
）
と
し
て
植
物
体
内
で
の
生
命

活
動
（
代
謝
）
や
ス
ト
レ
ス
耐
性

向
上
に
深
く
関
わ
る
も
の
が
多

く
、
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
食
品
工
場
の
副
産
物
を
利
用

し
、
植
物
や
動
物
由
来
の
原
料
を

分
解
・
発
酵
・
濃
縮
し
た
ア
ミ
ノ

5

植
物
の
力
を
引
き
出
す

植
物
の
力
を
引
き
出
す

成
分
・
微
生
物
の
効
果

に
は
少
量
の
酸
素
が
存
在
し
、
そ

の
酸
素
を
使
う
微
生
物
が
ア
ン
モ

ニ
ア
態
窒
素
を
「
硝
酸
態
窒
素
」

に
変
化
さ
せ
る
。
硝
酸
態
窒
素
は

水
に
溶
け
て
下
方
へ
流
下
す
る
。

そ
の
一
部
は
水
稲
に
吸
収
さ
れ
、

他
の
一
部
は
地
下
水
へ
溶
脱
し
、

残
り
は
微
生
物
に
よ
り
ガ
ス
化
さ

れ
、
大
気
へ
脱
窒
し
て
し
ま
う
。

　
〈
土
壌
微
生
物
〉

　
依
然
と
し
て
複
雑
な
様
相
を
呈

し
て
い
る
。
こ
の
複
雑
さ
の
中
で

主
役
を
演
じ
る
の
が
土
壌
微
生
物

で
あ
る
。
微
生
物
の
活
動
は
水
分

と
温
度
で
大
き
く
変
化
す
る
た

め
、
早
春
か
ら
晩
夏
ま
で
大
き
く

気
温
が
変
化
し
、
湛
水
だ
け
で
は

な
く
中
干
し
も
経
験
す
る
水
稲
栽

培
で
は
、
よ
り
一
層
複
雑
な
流
れ

が
発
生
す
る
。

　
最
終
回
で
は
、
土
効
の
制
御
技

術
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
（
関
谷
　
信
人
＝
三
重
大
学
生

物
資
源
学
研
究
科
教
授
）

物
に
な
る
。
土
壌
有
機
物
も
さ
ら

な
る
微
生
物
分
解
で
ア
ン
モ
ニ
ア

態
窒
素
と
な
り
、
水
稲
に
吸
収
さ

れ
る
。
湛
水
と
は
い
え
土
壌
表
面

　
有
機
肥
料
が
水
田
に
投
入
さ
れ

る
と
、
一
部
は
微
生
物
分
解
で
ア

ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
と
な
っ
て
水
稲

に
吸
収
さ
れ
、
残
り
は
土
壌
有
機

5 ― アミノレブリン酸

グルタチオン

アミノ酸液肥

　マックス株式会社は、支柱や番線に
茎やつるを固定する誘引結束機「テー
プナー」専用の「紙テープ」を発売し
た。
　主な特徴は①環境に配慮した紙製
で、土に埋めると約３カ月で分解する
②保持力や耐水性を備え、雨や紫外線
の影響を受けやすい露地栽培でも使用
可能③厚さ0.１3㍉で幅は１１㍉。白色で
１巻当たり3４㍍――など。メーカー希
望小売価格（１箱１０巻入り、税込み）
は15４０円。
　問い合わせ先＝マックス株式会社
（〒1０3 ― 85０２　東京都中央区日本橋
箱崎町６の６　☎０3·36６９·813８）

新
製
品
紹
介

新
製
品
紹
介

誘引結束機「テープナー」用
「紙テープ」

マックス㈱

０
０
～
１
５
０
㌘
（
化
成
肥

料
８
―

８
―

８
で
１
・
３
～

１
・
９
㌔
）
を
全
面
散
布
し

て
耕
う
ん
し
ま
す
。
播
種

２
、
３
日
前
ま
で
（
早
い
方

が
良
い
）
に
、
９５
㌢
幅
２
条

穴
の
透
明
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム

で
地
温
上
昇
を
図
り
ま
す
。

　
１
穴
当
た
り
３
～
４
粒
ま

き
で
、
厚
さ
２
～
３
㌢
に
覆

土
し
ま
す
。
な
お
、
２
月
下

旬
～
３
月
播
種
で
は
、
ま
だ

低
温
期
な
の
で
、
発
芽
温
度

の
確
保
と
初
期
生
育
の
た
め

に
し
ば
ら
く
の
間
、
ビ
ニ
ー

ル
ト
ン
ネ
ル
は
密
閉
状
態
で

管
理
し
、
生
育
や
ト
ン
ネ
ル

内
温
度
の
状
態
に
よ
っ
て
徐

々
に
換
気
し
ま
す
。
播
種
後

3０
～
3５
日
ほ
ど
で
本
葉
４
～

５
枚
程
度
に
な
る
の
で
、
生

育
の
遅
れ
や
葉
の
変
形
が
あ

る
株
を
間
引
き
、
１
穴
１
株

立
ち
に
し
ま
す
。
こ
の
作
型

で
は
、
品
種
や
管
理
方
法
に

も
よ
り
ま
す
が
、
播
種
後
６０

～
６５
日
で
収
穫
期
に
な
り
ま

す
。

　
（
稲
山
　
光
男
＝
元
埼
玉

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）

の
、
ト
ン
ネ
ル
栽
培
や
マ
ル

チ
栽
培
で
晩
抽
性
品
種
を
利

用
し
て
低
温
期
か
ら
順
次
播

種
す
れ
ば
、
４
～
６
月
に
収

穫
で
き
ま
す
。

　
生
育
適
温
は
２０
度
前
後
と

さ
れ
、
冷
涼
な
気
候
を
好
み

ま
す
。
発
芽
適
温
１５
～
3０
度

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
４
度
ほ

ど
の
低
温
で
も
発
芽
し
ま

す
。
土
壌
の
適
応
性
は
比
較

的
広
い
で
す
が
、
直
根
性
な

の
で
耕
土
が
深
く
保
水
・
排

水
が
良
い
土
壌
が
向
き
ま

す
。
土
壌
酸
度
は
比
較
的
強

く
ｐＨ
５
・
８
～
６
・
８
が
最

適
と
さ
れ
ま
す
。

　
播
種
の
約
２
週
間
前
に
、

完
熟
堆
肥
を
１０
平
方
㍍
当
た

り
１０
㌔
、
石
灰
ま
た
は
苦
土

石
灰
０
・
８
～
１
㌔
を
全
面

施
用
し
、
深
く
耕
う
ん
す
る

の
が
重
要
で
す
。
播
種
の
約

７
日
前
ま
で
に
１０
平
方
㍍
当

た
り
、
チ
ッ
素
成
分
量
で
１

　
春
は
多
く
の
冬
野
菜
が
抽ち

ゅ
う

苔だ
い

し
、
４
～
６
月
は
葉
物
類

の
端
境
期
に
な
り
が
ち
で

す
。
春
ま
き
ダ
イ
コ
ン
を
作

付
け
て
お
く
と
生
育
初
期
に

間
引
き
を
兼
ね
て
、
カ
ロ
テ

ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
食
物
繊

維
な
ど
が
豊
富
な
葉
ダ
イ
コ

ン
と
し
て
利
用
で
き
便
利
で

す
。
地
域
差
は
あ
る
も
の

春
ま
き
ダ
イ
コ
ン

晩
抽
性
品
種
で
間
引
き
菜
も
利
用

〈トンネルマルチ栽培〉

１穴３～
４粒播種

穴あきマルチ
幅９５㌢２条穴

穴あきマルチ
幅1３５㌢３条穴

要
な
棚
は
、
直
管
パ
イ
プ
（
外

径
２５
・
４
㍉
）
４
本
と
番
線

（
１２
番
、
２
・
６
㍉
）
を
使
っ

て
自
分
で
施
工
で
き
る
。
平
棚

仕
立
て
よ
り
も
細
い
資
材
で
量

も
少
な
く
済
む
た
め
、
安
価
で

設
置
で
き
る
の
も
利
点
だ
。

　
新
梢
管
理
時
間
（
１
樹
当
た

り
６
回
、
４
～
８
月
の
合
計
）

の
比
較
試
験
で
は
、
慣
行
の
平

棚
仕
立
て
の
場
合
、
管
理
時
間

６９
分
２２
秒
の
う
ち
６８
分
４
秒

（
９８
・
１
％
）
が
不
良
姿
勢
作

業
だ
っ
た
。
一
方
、
低
樹
高
一

文
字
仕
立
て
で
は
、
管
理
時
間

　
開
発
し
た
ブ
ド
ウ
台
木
の
低

樹
高
一
文
字
仕
立
て
は
、
主
幹

長
５０
㌢
、
主
枝
長
２
㍍
と
し
、

主
枝
を
地
面
と
平
行
に
仕
立
て

る
。
主
枝
か
ら
伸
び
る
新
梢

は
、
真
上
に
誘
引
し
、
地
上
１

８
０
㌢
の
高
さ
で
捻ね

ん

枝し

後
、
真

下
に
誘
引
す
る
の
が
特
徴
だ
。

同
試
験
場
資
源
活
用
研
究
セ
ン

タ
ー
苗
木
・
花
き
部
の
四
宮
亮

研
究
員
は
「
基
本
的
に
目
の
高

さ
で
管
理
で
き
る
の
で
身
体
的

な
負
担
が
減
り
、
作
業
性
の
向

上
に
つ
な
が
る
」
と
話
す
。

　
低
樹
高
一
文
字
仕
立
て
に
必

　
ブ
ド
ウ
の
苗
木
は
現
在
、
ワ

イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
面
積
拡
大
な

ど
を
受
け
、
全
国
的
に
不
足
の

状
況
が
続
い
て
い
る
。
苗
木
は

一
般
的
に
耐
虫
性
の
台
木
に
穂

木
を
接
い
で
生
産
す
る
。
ブ
ド

ウ
台
木
は
樹
勢
が
強
い
た
め
、

新
梢
管
理
で
は
上
を
向
い
て
腕

を
上
げ
る
不
良
姿
勢
の
作
業
時

間
が
長
く
、
身
体
的
な
負
担
が

大
き
い
。
そ
の
た
め
、
苗
木
生

産
者
は
台
木
の
栽
培
を
敬
遠
す

る
傾
向
が
あ
り
、
台
木
不
足
の

要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
。

つ
ら
い
姿
勢
で
の
作
業
減

面
積
当
た
り
採
穂
数
増
加

真上に伸ばした新梢を高さ1８０㌢で捻枝
し、真下に誘引する。「省スペースで栽
培できるのも利点」と話す四宮研究員

　
【
富
山
支
局
】
黒
部
市
宇
奈

月
町
の
株
式
会
社
ア
グ
リ
と
り

の
原
は
、
土
中
の
通
気
性
、
保

水
性
な
ど
が
向
上
し
、
作
物
が

丈
夫
に
育
つ
と
い
う
「
も
み
殻

く
ん
炭
」
を
製
造
・
販
売
す

る
。
マ
ル
チ
ン
グ
資
材
と
し
て

苗
の
株
元
に
ま
く
と
、
雑
草
抑

制
や
土
の
保
湿
・
保
温
効
果
も

期
待
で
き
る
。
同
社
代
表
の
中

康
史
さ
ん（
６５
）は
「
土
に
混
ぜ

込
む
場
合
は
土
の
１
割
程
度
の

量
が
目
安
だ
が
、
化
学
肥
料
と

違
い
、
き
っ
ち
り
量
ら
な
く
て

よ
い
の
で
使
い
や
す
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
効
果
が
あ
る
も
み
殻
く

ん
炭
が
広
ま
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
す
。

　
も
み
殻
を
く
ん
炭
器
の
中
で

煙
が
出
な
く
な
る
ま
で
約
３
時

間
燃
や
し
、
表
面
に
少
量
の
水

を
か
け
て
蒸
気
を
発
生
さ
せ
、

完
全
に
密
封
す
る
。
翌
日
ま
で

そ
の
ま
ま
に
し
、
シ
ー
ト
に
平

ら
に
広
げ
て
乾
燥
さ
せ
る
と
完

成
だ
。
着
実
に
着
火
さ
せ
消
火

を
必
ず
確
認
す
る
。
燃
焼
中
は

大
量
の
煙
が
出
る
た
め
、
事
前

に
近
隣
住
民
の
許
可
を
と
る
な

ど
配
慮
す
る
。

　
納
豆
や
乳
酸
菌
を
混
ぜ
、
３

回
発
酵
さ
せ
た
「
も
み
殻
く
ん

炭
ぼ
か
し
肥
料
」
も
製
造
。
く

ん
炭
と
と
も
に
昨
年
２
月
に
製

造
販
売
許
可
を
取
得
し
た
。
有

機
栽
培
農
家
や
造
園
業
者
か
ら

注
文
が
あ
り
好
評
だ
と
い
う
。

　
同
社
は
水
稲
「
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
「
て
ん
た
か
く
」
「
こ
が

ね
も
ち
」
を
合
わ
せ
て
約
3４
㌶

作
付
け
る
。
も
み
殻
く
ん
炭
作

り
は
２
０
２
１
年
１０
月
に
本
格

的
に
始
め
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
で
も
販
売
し
て
い
る
。

　
【
福
島
支
局
】
施
設
イ
チ
ゴ

４６
㌃
な
ど
を
栽
培
す
る
矢
吹
町

の
薄
葉
一
啓
さ
ん（
４3
）は
、
高

糖
度
イ
チ
ゴ
の
栽
培
に
力
を
入

れ
る
。
「
と
ち
お
と
め
」
約
３

万
株
を
土
耕
栽
培
し
、
定
植
時

に
苗
の
根
を
半
分
に
切
っ
て
植

え
て
い
る
。
水
と
チ
ッ
素
の
吸

い
す
ぎ
を
防
ぎ
、
適
度
な
ス
ト

レ
ス
を
与
え
る
こ
と
で
当
初
１２

度
前
後
だ
っ
た
糖
度
が
、
厳
寒

期
に
は
１８
度
ま
で
上
が
っ
た
と

い
う
。
平
均
糖
度
１６
度
を
目
指

す
。

　
日
照
量
を
よ
り
多
く
確
保
す

る
た
め
、
南
北
棟
の
ハ
ウ
ス
に

東
西
方
向
に
畝
を
作
り
、
実
が

全
て
南
側
を
向
く
よ
う
に
目
印

を
付
け
て
定
植
。
隠
れ
た
実
や

北
側
を
向
い
た
実
も
、
全
て
日

光
が
当
た
る
よ
う
調
整
す
る
。

　
従
業
員
４
人
が
働
く
。
収
穫

し
た
イ
チ
ゴ
の
ほ
と
ん
ど
は
直

接
事
務
所
で
販
売
し
、
全
国
に

発
送
も
す
る
。
「
１１
月
下
旬
か

ら
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
が
食
べ
ら

れ
る
の
で
、
毎
年
予
約
し
て
い

ま
す
」
と
リ
ピ
ー
タ
ー
の
佐
藤

英
雄
さ
ん（
５７
）。
薄
葉
さ
ん
は

「
糖
度
が
高
い
イ
チ
ゴ
を
作

り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
さ
ま

を
大
切
に
し
た
い
」
と
話
す
。

くん炭を手に
中さん

富
山
県
・
ア
グ
リ
と
り
の
原

土
づ
く
り
に
抑
草
に

も
み
殻
く
ん
炭
を
製
造

com
/r/33L

tw
zT

z4
A

、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
＝
写
真
）

か
ら
登
録
す
れ
ば
視
聴
で
き

る
。

　
「
ポ
ジ
ク
ル
」
と
は
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
サ
イ
ク
ル
の
略
称
。

同
社
で
は
「
農
場
の
隠
れ
た

損
失
を
最
小
限
に
、
利
益
を

最
大
限
に
」
の
視
点
か
ら

「
エ
ラ
ン
コ
ポ
ジ
ク
ル
」
企

画
を
立
ち
上
げ
、
子
牛
以
外

の
ス
テ
ー
ジ
や

畜
種
で
活
動
を

展
開
し
て
い
く

方
針
と
い
う
。

央
家
畜
診
療
所
の
島
本
正
平

獣
医
師
が
「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ

！
を
減
ら
せ
ば
成
績
は
改
善

す
る
！
」
と
題
し
て
、
子
牛

に
起
こ
り
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル

と
対
策
を
は
じ
め
、
適
切
な

飼
養
管
理
と
投
資
に
よ
る
農

場
利
益
の
最
大
化
の
可
能
性

な
ど
に
つ
い
て
講
演
す
る
。

専
用
フ
ォ
ー
ム
（https:

//fo
rm

s.o
ffic

e
.

０
０
Ｂ
」
「
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５
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１
」
「
Ｒ
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５
３
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」

「
Ｒ
Ｘ
―

６
５
３
Ｅ
Ｂ
」

「
Ｒ
Ｘ
―

８
０
５
Ｂ
」
）
。

購
入
者
全
員
に
「
刈
馬
王
キ

ャ
ッ
プ
」
を
贈
呈
。
さ
ら
に

先
着
５
０
０
人
に
は
保
温
・

Ｂ
」
「
Ｒ
９
８
２
４
Ａ
Ｂ
」

「
Ｒ
９
８
２
４
Ｆ
Ｂ
」
、
ハ

ン
マ
ー
モ
ア
＝
「
Ｒ
Ｓ
―

５

　
株
式
会
社
ア
テ
ッ
ク
ス

は
、
同
社
草
刈
機
・
刈
馬
王

シ
リ
ー
ズ
の
購
入
者
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
「
刈
馬
王
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
開
始
。
期
間
は
２

０
２
３
年
３
月
１
日
か
ら
６

月
3０
日
ま
で
。

　
対
象
は
同
シ
リ
ー
ズ
全
型

式
（
乗
用
モ
ア
＝
「
Ｒ
８
８

１
６
Ａ
Ｂ
」
「
Ｒ
９
５
２
０

Ａ
Ｂ
」
「
Ｒ
９
８
２
０
Ａ
　
動
物
用
医
療
品
な
ど
を
製

造
・
販
売
す
る
エ
ラ
ン
コ
ジ

ャ
パ
ン
株
式
会
社
は
、
「
エ

ラ
ン
コ
ポ
ジ
ク
ル
セ
ミ
ナ
ー

子
牛
編
～
隠
れ
た
損
失
を
最

小
限
に
、
利
益
を
最
大
限
に

～
」
を
２
月
１５
日
か
ら
無
料

で
ウ
ェ
ブ
配
信
し
て
い
る
。

期
間
は
３
月
3１
日
ま
で
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
崎
（
宮
崎

県
農
業
共
済
組
合
）
都
城
中

ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
配
信
中

エ
ラ
ン
コ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

保
冷
に
対
応
し
た
「
サ
ー
モ

ス
社
製
タ
ン
ブ
ラ
ー
」
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
。

　
問
い
合
わ
せ
は
株
式
会
社

ア
テ
ッ
ク
ス
（
☎
０
８
９
・

９
２
４
・
７
１
６
２
）
ま

で
。

子
牛
に
起
こ
り
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
対
策

購
入
者
に
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

㈱
ア
テ
ッ
ク
ス

草
刈
機
・
刈
馬
王
シ
リ
ー
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場

低樹高一文字仕立て 台木栽培を省力化

ブドウ苗木 安定生産へ
　
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
は
、
ブ
ド
ウ
の
苗
木
生
産
を
安
定
化
で
き
る
「
低
樹
高
一
文

字
仕
立
て
に
よ
る
台
木
の
省
力
栽
培
」
技
術
を
開
発
し
た
。
台
木
の
新し

ん
し
ょ
う梢管
理
作
業
で
腕
を

肩
よ
り
上
げ
る
“
つ
ら
い
姿
勢
”
で
の
作
業
時
間
を
削
減
で
き
、
樹
冠
面
積
当
た
り
の
採
穂

数
も
増
加
す
る
。
ま
た
、
苗
木
の
育
成
時
に
マ
ル
チ
被
覆
す
る
と
生
育
が
促
進
さ
れ
、
成
苗

率
が
向
上
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
生
産
現
場
で
の
台
木
不
足
を
解
消
す
る
と
と
も

に
、
省
力
的
で
安
定
し
た
苗
木
生
産
に
つ
な
げ
た
い
と
普
及
に
努
め
て
い
る
。

図　ブドウ台木の低樹高一文字仕立ての模式図
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